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   Zusammenfassung  : 

   Verf. infizierte experimentell die Niere der Kaninchen mit Tbc  und unter-

suchte nach chemotherapeutischer Behandlung histologisch die dabei erzielten 

 Erfolge. 

   1) Verf. injizierte Typus bovinus in Nierenparenchym,  urn experimentelle 

Nieren-Tbc zu erhalten. Beim alleinigen Verabreichen von PAS, Promin 

bzw. Tibione (TB 1) beobachtete Verf. mehr oder weniger  Wucherung des 

 Bindegewebes der Herde, somit auch jedesmal eine heilende Tendenz. Jedoch 

stelite Verf. fest, dass die alleinige Dosierung jedes Chemotherapeuticums 

keine  endgaltige Erfolge erzielen konnte. 

   2) Verf. injizierte Typus bovinus in die Nierenarteria der vorher mit 

BCG behandelten Kaninchen, wodurch chronische Nieren-Tbc mit kasiger 

Degeneration experimentell verursacht wurde. Diesen Versuchstieren verab-

reichte Verf. Tibione kombiniert mit Streptomycin, Minophagen AT oder 

PAS  und untersuchte die Resultate histochemisch. 

   3) Die kasigen Herde waren histochemisch  Feulgen-positiv  und Verf. 

beobachtete  pyr  on  in  oph  ile  und  m  ethylgr  iin-p  os  it  ive  Kernbruchstiickchen 

sowie die Pyknose. Wahrend das Cytoplasma der infiltrierten  Lymphozyten 

der  Kontrolltiere Feulgennegativ  und pyroninophil war, erwies sich das der 

mit den Chemotherapeutica kombiniert behandelten Tiere als Feulgen-und 

 methylgriin-positiv. 

   4) Verf.  stellte ferner fest, dass von behandelten Tieren diejenige Gruppe, 

die die  Kombinationsbehandlung von Tibione  und Streptomycin bekam, im 

Vergleich zu den anderen Gruppen bessere Erfolge zeigte.

　　　第1篇 　腎実質内結核菌直接注入法による実

　　　　　　　　験的家兎腎結核の治療

本論煙 旨螺 禾・26年・聯39即 本泌尿翻 学辮 鉢 て撒 した・
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1緒

蔭山一腎臓結核の化学療法に関する実験的研究

言

結核に対する化学療法の実験的研究に関して

はRich及 びFollis(1938年)1)以 来多数試

みられているが,腎 病変は殆んど顧みられてい

ない.

殊に腎結核の化学療法の実験研究に就ては僅

かに臓器酵素による化学製剤の加水分解を検討

した鮎川(昭 和5年)2}の 研究があるのみであ

る.

最近学会の注目を惹いている新結核剤或は抗

生物質による結核の治療にっいては他臓器は別

として,腎 結核に対 しては数氏の報告があるが

未だ充分なる検討が加えられていない

況んや実験的腎結核に対する各種治療剤の作

用に関する組織学的所見に関する研究は極めて

興味あるものであるが,未 だ何人も之に手をつ

けていない現状である.

ここに於て余は家兎腎臓に結核を起 さしめ,

之にパス,プ ロミン,チ ビオンの3種 化学剤を

以て治療を加え,之 等の腎結核に及ぼす影響に

っいて,殊 にその病理組織学的所見に検討を加

えた.

∬ 実 験 方 法

体重3kg内 外の成熟雄性 白色家 兎の左側腎臓 を

手術的に露出 し,腎 外側略々中央に於 いて注射 針を約

1cmの 深さで腎孟方向に向つて刺入 し,竹 尾結核研

究所保存の強毒牛型結核菌三輪株培養3週 間 目の もの

を生理的食塩水に て1,000倍 浮游液 として,そ の菌液

0.1cc注 入 した.そ の後約1カ 月を経 て次 の3種 類

の化学剤を投与 した。叩ちパスは10%溶 液5ccを 皮

下注射 し,プ ロ ミンは30%溶 液0・2ccを 毎 日同 じく

皮下注射 し,チ ビオyはProkg4rng即 ち0.1cc

を毎 日経 口的 に投与 し,猶 対 照には生理的食塩水 を毎

日皮下 注射 した.

その後1ヵ 月乃至2ヵ 月を経て,動 物を空気栓塞で

致死 せ しめ,仔 細に病変を観察 し,更 に組織を型 の如

く処理 して染色 し病理組織 学的に検索 した.

皿 実 験 成 績

各実験例につ いては附表及 び写真 を以 て示 す ことと

し,以 下 総括的所 見につ いてのみ記載 する.

A.対 照 群

5頭 の家兎に就 て行 い,菌 注射のみ で,治 療を行わ

なかつた.

肉眼的所見:被 膜は一般に稽 々肥 厚 し,1例 に於 て

髄質に1J・結節をみたが,他 例 では何 れ も腎実質全層 に

跨 る巨大乾酪巣を発生 してい た.

組織学的所見=病 変は異常に大なる結核結 節及 び多

数 の融 合結節 よ り成 り,そ の中心は著 明な凝 固壊死に

陥つ てい る.其 他の上皮様細胞 のみで乾酪変性を示 さ

ない部分 もある.乾 酪巣は巨態細胞 を混 じた上皮様細

胞縁 をもつて とりまかれ,更 に その周 囲には りyパ 球

多数 の形質細胞を伴5浸 潤を認 め,殊 に その部に多数

の拡張せ る毛細血管が存在す る.

このよ うな構造 を有す る病巣が大小種 々互に集籏 し

てみ られる.結 核巣に遠い部分では,血 管の充血,出血

ない し比 較的疎 な細胞浸潤,細 尿管上皮の空胞変性,

硝 子様円柱等がみ られ た.

対 照 群

動 物 体 菌接種 死 亡重 接種後 肉眼的所見 組 織 学 的 所 見
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B.パ ス 群

5頭 の家兎を使用 し,毎 日10%パ ス溶液5ccを 注

射した.注 射回数30～95回,投 与総量159～47・59・

平均22.39.

肉眼的所見:腎 被膜 は一 般に相 当肥厚 し,腎 表面 に

半米粒大ない し大豆大 の結節 あ り.割 面 に於て,米 粒

大の結節が髄質にまた皮髄両 質の境 より更 セこ深 く髄質

に渉つて多数 の結節が散在 する・なお1例 に於て髄質
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中に クサ ビ型に乳頭 尖端に及ぶ大 きな結節の存在 を見

た.

組織 学的所 見 ・結節の巾心は乾酪壊死}tこ陥 り,2例

に於 て所 々石灰沈着 を示 し,結 締織増殖は相当著明で

ある,細 胞浸潤は リソパ球を主 とし,少 数 の形質細胞

より成 り,隔 壁を形成 してい うものもある.ま た巨態

細 胞,上 皮様細胞浸潤 も相 当著明,な お多少周辺の血

管 は拡張 し充血著 しい。
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もの もあ り,ま た大小種 々の乾酪巣が多発 し互に集合

せ るもの等 がある.結 節 の中心 は乾 酪変性 を示す もの・

が多 く,そ の周辺 に細胞浸潤を見 るが ・上皮様細胞及

び リンパ球は比 較的少 く,形 質細胞 浸潤は 極 めて軽

い.結 締織 増殖は存在す るが,パ ス群 に比較 して軽度

で ある.血 管 の 拡張,充 血は一般 に 比較 的軽少 であ

る.

C.チ ビ オ ン 群

5頭 の家 兎 を使 用 し,毎 日チビオソを1頭 につ き

0.019を 内服せ しめ30～60目 に及んだ。

投与総 量0.39～0.69平 均0.429。

肉眼的所見;腎 臓の被膜 把厚,腫 脹は一般 に著 しい

表面に大豆大 の腫癌を示す ものあ り,割 面に於て菌 注

射部位に相当 して米粒大か ら大豆大の結節 を腎実質 の

各層 に認 めた.

組織学的所見:髄 質深都に ーまで及ぶ巨大結節を示 す

D.プ ロ ミy群

5頭 の家 兎を用 い,1頭 につ き毎 日30%プ ロ ミy

O・2ccを 注射 した.注 射 回数30～60回 投与総量1.89

～3.69平 均2,529

肉眼的所見:腎 被膜 暫巴厚は軽 く,米 粒 大ない し大 豆

大 の結節は皮質 より髄質に多 く認 め られ る.

組織学的所見 ・皮 質か ら乳頭部 に及 ぶ巨大結節を示

す もの もあるが,一 般 に皮髄境 か ら髄 質深部 に多数 の

結節が散在すろ.そ の中心は強い乾 酪壊死 に陥 り,リ

ソパ球浸潤が強 く,上 皮様細胞稽 々少 く,巨 態細 胞,

形質細胞は極めて僅少 であ る.結 締織 増殖は一般に梢

々強 く現われている.

IV総 括 と 考 按

腎結核の化学療法を検討するため,余 は先づ

実鹸的に家兎に腎結核を発症せしめ,之 に化学

療法を行い,そ の効果を比較検討 した.

即ち先づ牛型結核菌を家兎腎実質内に直接注

射して腎結核を起 さしめ,次 いで各種化学剤を

投 与し てそ の作 用を 検査した.原 田(昭 和17

年)3)は 人型結核菌を直接家兎の左腎実質内に

注入して皮質及び髄質に於 ける結核性変化を観

察しているが,家 兎は人型結核菌に感受性少く

自然治癒 も起 り得る点などあり,か かる実験に

は適当ではない.

故に余は家兎に感受性大 なる牛型結核菌を用

いた.丈献を見 るにSporer及 びGreenberg-

er(1950年)4)は 家兎の腎実質内に強力な毒力

を有す・牛型徽 菌 、。1。。m・ 一,。。あ。m・ を

注入 ・・緬 翫m・ の耀 に・つてもなお・く

他の臓器に広汎なる血行性播種を示しながら腎

結核の発生を認め,腎 結核の発病は菌量 よりむ

しろ菌の毒力に左右され ることの大なることを

説いた,余 は原田の津に従い,成 熟雄惟家兎の
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一側腎(左 側腎)実 質内に強毒牛型結核菌三輪

簾 ・週間目のもの砒 較・勺大量(、。1。。咽

を注入し,約1ヵ 月後該腎並に他側腎及び他の

臓器の変化を詳細に検査 し,更 に三輪菌 を以て

同様に前処置 した家兎(実 験的腎結核家兎)に

パス,プ ロミン,チ ビオ ンの3種 の薬剤を投与

し.そ の作用を検討 した.

対照群では注射側腎に肉眼的に粟粒大か ら大

豆大の定型的結核節がみられ,そ の中心は乾酪

壊死に陥つている.組 織学的には定型的結核節

像を示し,著 明な リンパ球,上 皮様細胞浸潤が

あり,中 心は強く乾酪変性 し,結 締織増殖は何

所にも殆んど認めなかっ た.

次に治療群では肉眼的病変は対照群と大差は

ないが,組 織学検査 により,結 締織増殖が対照

よりも梢々著明で治癒的傾向は示す ように思は

れる.而 してこれ等薬剤に於ける優劣はさまで

著明ではないが,強 いて云えばパス群に於て梢

々著しく,チ ビオン辞が最 も軽 くプロミン群で

はその中間に位するを知つた.

なおパス群では乾酪変性を示した病巣内に石

灰沈着を来したもの2例 があつた.何 れにして

もこれ等化学剤の単独投与では決定的の効果を

収め得ないものであろうと思はれる.

V結 語

1)家 兎の腎実質内に牛型結核菌を直接注入し

て,実 験的に腎結核を発症せ しめ,こ れにパス

プロミン,チ ビオンを投与し,そ の効果を組織

学的に比較検査 した.

2)何 れの薬剤にあっても多少とも結締織増殖

を来し,治 癒的傾向を示す ことを認めた.

而 してその作用はパス群に於て最 も著 しく,チ

ビオン群最も軽 く,プ ロミン蘇はその中間に位

するをみた.な おパ ス群では2例 に乾酪病変 中

に石灰沈着を来 した.

3)実 験的腎結核に対 しては以上の如 き化学剤

単独投与では決定的効果を収め得 ない事がわか

つた.

HopkinsHosp,,62二77,1938 .

2)鮎 川 武 一 郎:皮 尿 会 誌,30:1280
,昭5.

3)原 田 儀 一 郎:日 泌 会 誌
,32:197,昭17.

4)A.SporerandM.E.Greenberger

Am.Rev.Tbc.,61:4,1950 .
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第2篇 腎動脈内結核菌注入法による実験的

家兎腎結核の治療

本論文 の要 旨は昭和28年4月 第41回 日本泌尿器 科掌会総会}こて発表 した.

41

1緒 言

前回の実験に於て余は家兎の腎実質内に直接

牛型結核菌を注射しセ腎結核を発症 させ・之に

種々の花学療法を行つたが,菌 の毒力が強かっ

た為か,病 巣の破壊が甚し く,こ れ等化学剤単

独控与では決定的の効果を知 る事が出来なかっ

た.よ つて今回はBCG前 処置家兎の腎動脈内

に牛型結核菌を注入 して腎結核を起 さしめ,之

に種汝の化学剤の合併投与を行い,そ の治効を

検討した.

亙 実 験 方 法

実験動物には前回同様体重3kg内 外 の ツベル クリ

y陰 性白色雄性家兎 を用い,そ の腹部皮 内数 ヵ所 にB

CG4rngを 接種 する と,そ の後3週 間前後 にて10

倍旧ツベル クリソ皮内反応 が陽性になる.そ の後一定

期間を経て手術的に左 腎を露出 し直接腎動脈内に竹尾

・結核紐究所保存の強 毒牛型 結核菌 三輪株 培養3週 間 目

・もの繭6m・ 雄 入 した・即ち先ず 、1。。m・ 塑

的食塩水浮游液を無菌 的に作 りこれにG.2%滅 菌 ゼ ラ

チyを 加 え,そ の0,1ccを 用いた,

かくてその後約40日 を経過す る と動物は何れ も体重

著明に減少 し,尿 中蛋白陽性 また赤血球 を認め た.而

して治療を行わない対照死 亡群 中には既に結核結節の

発現をみたのでその後に本 実験 を開始 した.本 実験は

結核菌注入後概ね1.5～3ヵ 月(一 部 は40日 後)を 経

第1表 対

て開 始 し,化 学 剤 と して は チ ビナ ソ1日 量O.Olgス

トレ プ トマ イ シ ソ1日 量G.059パ ス1日 量0.5gネ オ

ミ ノフア ー ゲ ソAT1目 量0.1ccな どを 用 い,殊 に

これ等 を 合併 使 用 して そ の効 果 を判 定 した 。加 療後 多

くは6G日 を経 て(中 に は な お少 数 日の数 例 もあつ た)

空気 栓 塞に よつ て致 死 せ しめ,左 腎 臓 を別 出 し,病 理

組織 学 的 に検 索 した.染 色 に は通 常 の方 法 以 外に チ ー

ル ネPル セy染 色Feuigen核 酸 反 応,Brachet

の ピ ロ ニ ソ メチー ル緑 染 色 な どを行 つ た.

皿 実 験 成 績

各笑験例については附表,写 真を以 て示すこととし

以下総括的所見についてのみ記載する.

A.対 照 群

6頭 の家 兎を用 い,BCG接 種後菌注射 のみを用い

治療は施 さなかつ た.

肉眼的所 見;腎 表面,皮 質,皮 質髄質境界部な どに

半米粒大 ない し小 豆大の結節を認 めた.

組織学約所 見:該 結節の中心部は壊死に陥 り,Fe-

ulgen反 応 陽性でピロ ニソ,メ チル緑染色で メチル緑

好 性の もの と,ピ ロ ニソ好性の もの とが混在 し,そ の

周囲に上皮様細胞,リ ソパ球,形 質細 胞から成 る細胞

浸潤を示 した.こ れ等の細胞 の細胞質はFeulgen反

応 陰性,ピ ロニソ好性 であつ た.所 々細尿管内にFe-

ulgen反 応 陽性 でピロ ニン好性の尿円桂を証明 した.

ーまた血管 の拡張
,充 血 と糸毬体の充血 とがあ り,所 々

間質 の血管に も充血が認 められ る.し か し結締織の増

殖は一般に軽 度であつた.

照 群

動物番号

No.5♂

No.136

No.15♂

No,16♂

No.176

No.236

体 重

試験前 試験後

3,300

2,970

3,150

2,830

2,950

3,20G

1,850

1,950

2,00G

2,「.OO

1,5GO

BCG

接 種

日 後

3月22日

11月7日

11月7目

11月7日

llma、 月,日

11月7日

菌接種

日 時

4月20日

12月21日

屠 殺

日 時

7月4日

5月26日

12月21日[2月25日
　

・2月・・日1・ 月・2日

12月21日14月28日1

/2月21Hl4月30日

1

菌接種

後生存

日 時

肉眼的所見

76

157

69

113

129

組織学的所見

被膜
肥厚

±

柵

結節形成

皮岡 境

131

十

十

掛

柵1柵

冊

什

十

柵

乾酪
変性

十

十

冊

冊

上皮 形質 リソ
様 条田月包パ球
細胞1

{

十

十

十

柵

十

十

十

十

十

十

冊

結締織細

胞

±

±

十

十

土一
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組 織 化 学 的 所 見

乾酪変性

核酬 核灘 藩騨辮 円
Feulgen反 応

ピ ロ ニ ソ好 性

『メチ
ル緑 好 性

十

什

荘

十

十

十

一 一 一

十 十 十

一 一 一

一 十

十 十

_一

脚
圃

B.本 実 験 群

1)ス トレプ トマ イ シy,チ ピオy併 用群

5頭 の家 兎 を使 用 し,毎 日 チ ビオ ソO.Ol9と ス ト

レプ トマ イ シ ソ0.05gと を 投 与 した.投 与 回数60回,

投 与 総 量 チ ビ オ)/0.6g,ス トレ プ トマ イ シy39.

肉 眼的 所 見:腎 被 膜 は一 般 に相 当 強 く肥 厚 し,周 囲

との癒着甚 し く剥離 困難 であつた.

被膜に も数個 の粟粒大 の小結 節があ り,割 面に於て

は皮質髄質深部 に粟 粒大ない し半米粒大の小結節を認

めた.

組織学的所見 ・皮 質の中央 に形 質細胞 とリソパ球 と

の集合があ り,形 質細胞 の細胞質 はFeulgen反 応陰

性,ピ ロニy好 性,リ ソパ球 の細胞質はFeulgen反

応陽性,メ チル緑好 性であ る.そ の周囲に軽 い結締織

増殖 とその部 の血管 に強 硫 血躍 とが 認め ら焔 ・

髄質中の結節 の中心 は壊死に 陥 り,Feulgen反 応陽

性で ピロニy好 性の もの とメチル緑 好性 の ものが混在

し,そ の申にFeulgen反 応陽性 で メチル緑好性 の核

濃縮像がみ られる.

血管の周囲には形質細胞,リ ソパ球 を混 じた浸潤巣

があ りうちに ラソグ スハyス 巨態 細胞を混 じる ものあ

り,ま たその附遍 こは一 般に結締織 の増 殖が著 明であ

る.

第2表 ス トレプ トマ イ シ ソ,チ ピオ ソ併 用群

BCG体 重

動物番号 接 種

試験前晦 後 日 時

菌接種 屠 殺巖 薬繊 与

聾 注射 護
日 時 日 時 日数回数薬 量肥

1厚

肉眼的所見 組織学的所見

結節形成

皮障 障 雛麟購 欝
No.23 3,30G 2,4903月22日 4月20日 10月1目 164

ST3960±

TO,6g 十 } 一 一 十 十 十 ±

No.7δ 2,730 1,9103月22日 4月20日 10月1日 164
ST3960十

TO。6g
『 十 十 十 十 冊 十ト →十

No.108 3,100 2,5603月22日 4月20日 10月1日 164
ST3960冊
TO.6g 十 帯 帯 冊 帯 十}帯 十←

No,18δ 3,200 2,10011月7日 12月21日 5月30日 162
ST3960土

TO,6g 十 十 十 十 十 粁 十← 十

No。20♂ 3,050 2,40011月7目 12月21日 5月30日 162
ST360什

TO.6g 什 昔 刑十 什 十十 什 十十 粁

1 1

組 織 化 学 的 所 見

Feulgen反 応

ピ ロ ニ ン好 性

メチル緑好性

乾酪変性

核破片1核灘 雛

上皮
様細

十

十

十

十

十

形質

翻
質

十

聾鞭 細

騒1結締

十

十

十

十

尿円
柱

十

2)ネ オ ミノフア)・一ゲ ソAT.チ ビオy併 用 群

5頭 の家 兎 を使 用 し,毎 日チ ビ オ ソO.01gと ネ オ

ミ ノフ ァ・一ゲ ソATO.1ccを 投 与 した.投 与 回 数32

～60回 ,総 量 チ ビ オyo.32g～0.6g,ネ オ ミ ノフア

'ゲ ソAT3.2cc～6cc

肉眼的所見 二腎被 膜 肥 厚,癒 着強 く,割 面に於て

は,皮 質及び髄質に粟粒大ない し米粒大 の小結節を認

める.

組織学的所 見 ・これ等小結節の中心は乾酪壊死に陥

り,Feulgen反 応陽性の核片が存在 し,ピ ロ ニソ,

メチル緑染色 で メチル緑好性の も'のとピロ ニy好 性の

もの とが ある.Feulgen反 応陽性,メ チル緑 好性の
の

核濃縮像 を示 した小結節 の周囲に は リyパ 球 と形質細

胞 との浸潤が あり,リyパ 球の細胞質はFeulgen反

応陽性,メ チル緑好 性で,形 質細胞 の細胞質 はFeul-

gen反 応陰性,ピ ロ ニン好性で ある.ま た結 締織増殖

は一 股に著明 であつた.細 尿管 中にはFeulgen反 応

陽性でピ ロ ニy好 性 と メチル緑好性物 質 との混在 した

尿円桂 を満 す ものあ り.
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第3表 ネ オ ミ ノフ ア'ゲ ソAT,チ ビオ ソ併 用群

BCG菌 接種体 重

接 種

日 時 目 時 日

屠 殺 菌接薬剤投

聾 注射
時 日数回数薬

与 肉眼的所見 組織学的所見

動物番号

試験詞試騒

被 結節形成
膜 乾酪上皮形質 リン結締

穐 皮圓 境 変性繕欄 包パ球攣
ρ

No4.♂ 2,900 .2,490 3月22目 4月20日 10月1日
4

164160NAT6cc 什 噌十

TO.6g 粁 十干 冊 昔 帯 帯 粁

No.83 2,890 1,960 3月22日 4月20日 7月10日 81 32
NAT3.2cc 十 十

TO.32g
一 十 十 十 十 十 十

No㌔12♂ 2,800 2,100 3月22目 4月20日 10月1日 164 60
NAT6cc

TO.69什 朴 荘 什 冊 ・冊 ・冊 耕 桝

No.148 3,100 1,850 3月22目 4月20日 10月1日 164 60
NAT6cc 什 升

TO.6g 什 十ト 甘 十← 惜 帯 井

Nb.21δ 2,700 1,900 3月22日 4月20日 乎0月1日1164
60

NAT6cc 十 十

TO.6g
一 十 十 十 十 十 十

組 織 化 学 的 所 見

Feulgen反 応

ピロ ニン好 性

さチル緑好性

乾酪変性 上皮様
細

核噺 核灘1離

十

十

十

十

十

形質
細胞
細胞
質

十

リン
パ球

細胞質

十

十

結締織細

胞

尿円
柱

十

十

十

3)パ ス チビオy併 用群

5頭 の家 兎 を 使 用 し,毎 目チ ビオyo.01gと パ ス

0.59と を投 与,投 与20回 ～60回 数,投 与 総 量 チ ビ オ

ソ0.29～0.6g,パ ス10g～30g.

肉眼的所見:腎 腫脹,被 膜肥厚軽 く,割 面に於 ては

,皮 質髄質境界部に於 て粟粒大の小結節を認めた.

組織 学的所 見=結 節の中心は壊死 に陥 り,Feulgen

反応陽性の核片が存在 し,ピ ロ ニソ,メ チル緑染色で

ピロニソ好性 のもの とメチル緑好性の もの とがあ り,

浸潤細胞は主 として リyパ 球 より成 り,こ れに形質細

胞を混 じてい る.リ ソパ球の細胞質はFeulgen反 応

陽性,メ チル緑好性で,形 質細胞の細 胞質はFeuIgen

反応陰性,ピ ロニソ好性である,こ れ等の細胞浸潤は

両質境 界部並に髄質内に集 合しまた結締織 は多少増殖

の傾 向を示 した.な お所 々Feulgen反 応陰性でピ ロ

ニソ好性 の尿円柱を見た.

第4表 パス,チ ピオy併 用群
o

動物番号
体 重

BCG

接 種

目 時

菌接種

日 時

屠 殺

日 時

菌接
種後
生存
目数

薬剤

注射

回数

投 与

薬 量

肉眼的所見

1

組織学的所見

震

輩

結節形成
乾酪変性上皮

様細
胞

形質
細胞騒

欄織細

胞皮 髄障試嚇 鰍 後
1 1 1 1 1

No,3♂2,600

No・4♂2,750

No・963,500

No.1163,250

No.19♂2,800

1,8003月22目4月20目7月15日

2,2503月22日4月20目7月23El

2,36G3月22目4月20日10月1日

2,1203月22日4月20日10月1日

1,9007月3目7月24日10月21目

8845謄 綴

9653謄 叢

P16460

T

P16460

T

P9020

T

30gl
_0

.69

309

0.69

109 十

〇.29

十

±

±

十

± ±

± ±

十 十 十 十

_十 十 十 十

十 十 十

十 十 十

十 十 什 十ト 粁 什 什

組 織 化 学 的 所 見

Feulgen反 応

ピ ロニソ好 性

メチル緑好性

乾酪変性

核瑚 核灘

十

十

十

十

十

十

上皮
様細
胞細
胞質

十

形質
細胞
細胞
質

十

リソ
パ球

細胞質

十

十

結締
織細胞

十

十

尿円
柱

十

W総 括並に考按

余は腎結核の化学療法を検討するため,先 づ

実験的に家兎に腎結核を発症せしめ,之 に化学

剤を投与し,そ の効果 を調べた.向 井 ・中村

(昭 和25年)1)はBCG前 処置家兎の腎動脈内

にBCG生 菌及び同死菌を注入し,20日 前後の
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観 察 に よ り腎 皮質,殊 に糸 毬 体 を 中 心 に 粟粒 大

の結 節 形 成 を認 め た が特 に 強 い乾 酪 変 性 は起 ら

なか っ た と い う.余 はBCG前 処 置 家 兎 の腎 動

脈 内 に直 接 強 毒 牛 型 結 核 菌 を注 入 して90日 の長

期 間 観 察 の後,強 い乾 酪 変 性 を伴 っ た結 核 結 節

の形 成 に成 功 し,之 にチ ビオ ン と ス トレ プ トマ

イ シ ン,チ ビオ ン と ネオ ミノ フア ー ゲ ンAT,

チ ビオ ン とパ ス との合 併 投 与 を 約60日 間 行 い,

そ の 効 果 を 検 査 した.

以 上 実験 成 績 を総 括 す る と,対 照 群 で は定 型

的結 核結 節 を認 め,組 織 化 学 的 に は乾 酪 化 病 変

部 に 於 て,Feulgen反 応 陽 性,ピ ロ昌 ン嬉 性

の核 破片 を見 た .Bunting3}は リンパ 腺 結 核

の乾 酪 部 に み られ る核 破 片 はFeulgen反 応 陽

性 で リボ ヌ ク レア ーゼ に よ り消 化 し ない と述 べ

て 腎 り,ま た 市 川2)は 頸部 リンパ腺 結 核 結 節 の

乾 酪 化 病 変 部 にDNAの 低分 子 化 した 核 破 片

(Feulgen反 応 陽 性,ピn=ン 好 性)の 存 在

す る事 を 認 め て い る なお 重 松4)等 は 腎 結 核 の

乾酪 空 洞 部 に低 分 子DNA(Feulgen反 応 陽

性,ピ ロ ニ ン好 性)の 出現,高 分 子DNAの 低

分 子 化,DNA性 尿 円 柱 を み て い るが,余 の行

っ た 実験 成 績 も対 照 群 は殆 ん ど全 く これ に 一 致

して い る.た だ乾 酪 変 性 部 に 於 てFeulgen反

応陽 性 ピ ロニ ン好 性 及 び メチ ル 緑好 性 の 核 濃 縮

像 を認 め た.

結 締 織 増 殖 は実 験 例 に於 て は 対 照 群 に 比 して

一 般 に梢 々著 明 で あ り
,リ ンパ 球 と形 質 細 胞 と

の浸 潤 も高 度 で あ つ た .こ の うち チ ビオ ン と ス

トレ プ トマ イ シ ン 併 用群,チ ビオ ン と ネオ ミ ノ

フア ー ゲ ンAT併 用 群 に於 て は形 質 細 胞 の浸 潤

が リンパ 球 浸 潤 よ りは 強 か っ た が チ ビオ ン とパ

ス併 用 群 で は リンパ 球 の 浸 潤 が 一 層 高 度 で あ つ

た.

V結 語

1)BCG前 処置家兎の腎動脈に牛型結核菌を

注入し,乾 酪変性を併つた慢性腎結核を実験的

に発症せしめ,こ れにチビオ ン,ス トレプトマ

イシン,ネ オ ミノフアーゲンAT,パ ス等を投

与し殊にこれ等の併用療法による効果を組織化

学的に検査 した.

2)治 療蘇は対照群に比 し一・般に稽汝著明なる

結締織増殖を来 し,治 癒的傾向を示す ことを認

めた.ま たこれ等治療例には形質細胞,リ ンパ

球の浸潤が一般に著明で,こ のうちチビオン,

ストレプトマイシン併用群並にチビオ ン,ネ オ

ミノフアーゲンAT併 用群ではこの両細胞は同

様に高度であるが,チ ビオン,パ ス併用群には

リンパ球浸潤が形質細胞浸潤 よりは高度であつ

た.

3)組 織 化 学 的 に乾 酪 化 病 変 部 に はFeulgen

反応 陽 性 で ピ ロ ニ ン好 性 及 び メチ ル 緑 好 性 の核

破 片,Feulgen反 応 陽 性,ピ ロ昌 ン好 性,メ

チル 緑好 性 の 核 濃 縮 像 を認 め た.浸 潤 細 胞 中形

質 細 胞 はFeulgen反 応 陰 性,ピ ロ 昌 ン好 性 の

細 胞 質 を有 し,リ ンパ 球 は対 照 蘇 では そ の細 胞

質 は,Feulgen反 応 陰 性,ピ ロ=ン 好 性 な る

に 反 し,治 療 群 で はFeulgen反 応 陽 性,メ チ

ル 緑好 性 で あ つ た .

4)実 験的腎結核に於て以上の化学剤の合併投

与が或程度の治療効果を示し,こ れ等化学剤併

用群中チ ビオ ン,ス トレプ トマイシン併用例は

他群に比 して比較的治効をあげ得た.
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